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1． は じめ に

　新 し い 学習指導要領 りで は，物理，化学，生

物，地学の 教科内容の 4 っ の 基 本概念 を エ ネル

ギー，粒子，生命 ，地球 と設 定 し た理科教育の

構造化が打ち 出され た 。

一
方 ，昨年ア メ リカ の

学士 院 （National　Council ）は将 来の 科学教育の

方 向性 を 示 す
”AFramework 　for　K −12　 Science

Education”を発 表 し，そ の 中で 教科内容 を構成

す る核 となる考え を
“Core 　Ideas”と し て 示 した 。

こ の
”AFramework 　 fbr　K −12　 Science　 Education”

は ア メ リカ の 次世代の 理科教育の 方向性 を決

め る NGSS （Next　 Generation　 Science　 Standard）

の 基礎 となる。

　 日本 にお け る理科 の 4 つ の 概念 と ，
ア メ リカ

の Core　Ideasは 個 々 の 内容 の 点 で は異 な る が ，

こ れ らは科 目 の 核 とな る考 えを示 し て い る点

で は共通 して い る。したが っ て ，以降，日本 の

4 っ の 概念を JP　Core　ldeas，ア メ リカ の コ ア ア

イデ ア は AM 　Core　ldeasと呼ぶ。

　本発 表で は，こ れ らの Core　Ideasが導入 され，

強調 され る こ とよ っ て ，理科教育で 従来 の お ろ

そ か に され て い た科 目間の 境界領域 に ある学

習項 目が ， む しろ扱 い や す くなる こ と を述べ る。

2． 方法

　境界領域 の 扱 い を 日米で 比較す るた め ，新 し

い 学習指 導要 領 に記載 され て い る科 目ご とに

学習項 目を調査 し，重複が見 られるか ど うか を

調査 した 。 ま た ， Am 　Core　Ideasを調査 し て ，

科 目ごと に 重複が 見 られ るか調査 した 。

3． 理 科の 学習指導要領

　新 し い 学習指導要領 の 理 科 にお ける改定内

容 の い くつ か を表 ／
，

2 に示 す。

　 表 1 ．学習指導要領に おける改定内容 1

O小中唐に共通：

・rエ ネルギー
」，r載子」，「鑑嶺亅，「蜷球まという4r冫の蠶『

諺を柱とする内容の講造揺⇒ 基本的な知識・技能の定着
・発展的な内容，探究的な学習内察を充実
・観繋・実験の重視
・実袿会・奚生活との鵑連

表 2 ．学習指導要 領に おける改定内容 2

o高校では：

「物瓔壽，鴫蜘，雛 黝 ，轆蜘 の基礎

を付した？＃目のうち3科fl、又は「科学と人闘生活」

を含む2科目（上記の基礎を付した科鋤を必修
r疆舞諜題蟹究亅の新設

一
先竣的， 学際韵内容も含む

　 こ れ らの 表に 示 す エ ネル ギ
ー

，粒子 ，生命，

地 球 の 4 っ が JP　Core　Ideas で ある。これ ら は

そ れぞれ，高等学校で 学ぶ物理 ，化学，生物 ，

地 学 の 科 目内容 の 核 となる JP　Core　ldeaと捉え

る こ とが で きる。

　 しか し ， 自然現象 を必ず しも 1 つ の JP　Core

Ideaだ けで 説明で きる とは 限 らな い で あ ろ う。

従来科 目は い くっ か の JP　Core　Ideasが 重なっ

た領 域を含ん で い る と考 え られ る。JP　 Core

Ideas が 出され る前 は，それ ぞれ の 科 目の 系 統

性 と境界が 保 た れ て い た と考 え られ るが ，JP

Core　ldeasが 強調 され る と，科 目間の 境界にあ

る学習項 目の 扱 い が 問題に なる （図 1 ）。

　図 1 に お い て ，実線は理 科 4 科 目の 区分を表

し
， 中心 の 核 を持 つ 円 形 は 各 Core　Ideaの 広が

りを示 して い る 。 科 目間は完全区分 され学習項
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目の 重複 は見 られ ない が ， Core　Ideaの 間で は

境界は あい まい に なる
2）。そ の た め ， 複数の 科

目に跨る学習項 目に寛容に な らざる を得 ない 。

・Core　ldeasは
境界を曖日未4匕，

lwwl −｛1
幽
・学習項目は科

厨間で晃全区分
・・工掌がない

鬱 ：学習項目

図 1 ，理 科 4 科 目と Core　 Ideasとの 関係

逆 に，複数科 目跨 る学習項 目 は複数科 目か らの

見 方を包含 した優れ た教材 （自然現象 を多面 的

に見 られ る教材）の 可能性を示唆 し て い る。

4．AM 　Core　ldeas

　
”

AFramework 　fbr　K −12　Science　Education”は

理科教育の 3 次元 の 構造 化を 示 して い る。そ の

内容 を模式化 した もの を図 2 に示す。

図 2 ．ア メ 1
丿力科学教育の 3次元構造化

第 1 次元 は Scientific　and 　Engineering　Practice

（科学的工 学的実習〉，第 2 次元 は Cross　Cutting

科 目横断の 概念，第 3 次元 は Disciplinary　Core

Ideas（科 目の Core　Ideas（中心観念））で ある。

　 こ こ で ，
こ の AM 　Core　Ideasに は Physical

Science（物理科学） ，
Life　Science（生命科学） ，

Earth　and 　Space　Science　 （地球 と 宇 宙科 学） ，

Engineering ，　Technology 　and 　Application　Sciences

（工 学，技術，応用科学）が含 まれて い る。

それ ぞれ の Core　Ideas（AM 　Core　ldeas）は い く

つ か の component 　ldeasで で きて い る 。 AM 　Core

Ideasが JP　Core　ldeasと大き く異なる の は，工

学，技術，応用 科学を含んで い る こ と ， 異な る

Core 　Ideas また は Component 　ldeasの 間に 明確

な内容的重 な り を もっ こ とで ある （詳 し くは発

表で 紹 介す る）。

5．具体的な教材 の 方向性

　複数 の 科 目また は JP　Core　Ideasに跨る理科

教材 を考案す る こ と は
一

つ の 方向性で あろ う。

これ は，1 つ の 教材 によ り 2 つ の Core　Ideaを

同時に学ぶ こ とが で き，1つ の 現象を多面 的に

捉える学習をす る こ とが できる 。 た とえば，酵

素を化学の 教材 （または粒子 の 教材）， 生物 の

教材 （ま た は生物 の 教材 ）と して 両方 の 科 目に

使え る よ うにす る こ とを提案 し た い 。　酵素を

生命 由来 の 物質 と し て 生 物で ，反応 の 触媒 とし

て化学で扱 うこ とで，両方の科 目 （また は Core

Ideas）を学習で きる こ とになる。

6． おわ りに

　科 目間 の 境界に ある学習項 目を学ぶ こ と

は複数の Core　Ideasを同時に 学ぶ こ とに つ な

が り， 現象 を多面 的に見 る こ とに っ なが る と

考え られ る。今後，多 くの 境界領域 の 教材 の

開発が望 まれ る。

参考文献

D 　文 部科学省 ： 高 等学校学習指 導要領解説

　　理 科編 （2009）．

2） T．Munegumi ：Scienee　Journai　of 　Education．

　　 1（2）， pp．20−27 （2013 ）．

2

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


